
故
宮
本 

十
二
月
朋
友
相
聞
書 

高
木
義
隆 

一
、
は
じ
め
に 

台
北
の
国
立
故
宮
博
物
院
に
、
「
唐
人 

十
二
月
朋
友
相
聞
書
」
と
い
う

古
墨
跡
が
あ
る
（
図
一
）
。
小
楷
釈
文
が
横
に
つ
い
た
書
の
手
本
を
目
的
と

し
た
草
書
で
あ
る
。
「
月
儀
帖
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
に
つ
い

て
、
紙
質
・
本
文
・
書
風
・
小
楷
釈
文
の
異
体
字
の
面
か
ら
年
代
の
推
定
を

試
み
、
原
本
の
作
者
を
智
永
に
関
係
づ
け
る
説
を
検
証
し
た
。
ま
た
、
鬱
岡

齋
墨
妙
本
と
の
関
係
を
含
め
た
伝
世
経
路
を
検
討
し
た
。 

図図図図
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二
．
現
状 

紙
本
墨
書
。
十
二
月
各
月
の
手
紙
文
例
を
書
の
手
本
と
し
て
書
い
た
も
の

で
あ
る
。
紙
高
約
二
十
五
セ
ン
チ
、 

本
紙
は
十
幅
。
現
在
冊
に
装
丁
さ
れ
て
い

る
一

。
一
月
分
と
二
月
分
の
全
部
、
五
月
分
の
殆
ど
の
部
分
が
亡
失
し
て
い

る
。
前
に
嘉
慶
年
間
の
趙
秉
沖
の
題
、
後
に
洪
武
丙
子
の
解
縉
跋
、
王
文
治

跋
、
安
岐
関
係
の
無
名
氏
の
メ
モ
が
合
装
さ
れ
て
い
る
二

。
唐
人
の
書
だ
と

明
時
代
初
期
の
解
縉
跋
以
来
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
が
書
風
し
か

な
い
。
印
記
で
遡
れ
る
の
は
金
の
章
宗
皇
帝
の
収
蔵
ま
で
で
あ
る
。
一
方
、

よ
く
似
た
作
品
が
、
萬
暦
三
十
九
年
の
法
帖
、
鬱
岡
齋
墨
妙
に
集
録
さ
れ
て

い
る
三

。
「
唐
人
十
二
月
朋
友
相
聞
書
」
と
標
題
ま
で
付
属
し
て
い
て
、
十

二
月
分
完
備
し
て
い
る
。
文
章
は
殆
ど
同
じ
だ
が
小
楷
釈
文
は
つ
い
て
い
な

い
。
こ
の
刻
本
の
も
と
に
な
っ
た
墨
本
は
宋
刻
法
帖
か
ら
の
臨
本
だ
と
考
え

る
。
そ
の
根
拠
は
後
述
す
る
。 

三
、
紙
質 

 

図
二 

 

十
二
月
朋
友
相
聞
書
・
孔
侍
中
帖
・
李
嶠
雑
詠 

部
分
拡
大 

 

日
本
に
伝
世
す
る
王
羲
之
の
模
写
本
、
喪
乱
帖
や
孔
侍
中
帖
に
は
、
縦
簾

紙
と
呼
ば
れ
る
、
紙
の
漉
き
目
の
よ
う
な
縦
線
が
数
ミ
リ
間
隔
で
無
数
に
入

っ
た
紙
が
使
わ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
十
月
十
九
日
と
二
十
日
に
台
北
故

宮
博
物
院
で
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
十
二
月
朋
友
相
聞
書
は
、
喪
乱
帖
と
よ
く

似
た
縦
簾
紙
だ
と
わ
か
っ
た
。
線
に
沿
っ
た
文
字
損
傷
も
点
々
と
み
る
こ
と



が
で
き
る
（
図
二
上
）
。
し
か
も
色
も
灰
黒
色
で
あ
り
、
照
明
の
関
係
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
が
黄
色
味
が
殆
ど
無
く
、
孔
侍
中
帖
（
図
二
中
）
な
ど
に

近
い
。
隣
に
展
示
さ
れ
て
い
た
陸
柬
之
「
文
賦
」
の
黄
色
い
紙
と
は
対
照
的

で
あ
る
。
写
真
図
版
で
は
紙
の
色
が
黄
色
っ
ぽ
く
な
り
や
す
い
の
で
、
図
版

だ
け
み
て
い
る
と
看
過
し
や
す
い
。
平
生
壮
観
な
ど
の
古
い
著
録
に
は
、
黄

麻
紙
と
記
述
さ
れ
て
い
る
の
は
不
思
議
だ
。
あ
る
い
は
別
本
が
あ
る
の
か
も

し
れ
な
い
。 

 

七
～
九
世
紀
の
書
法
に
お
け
る
空
罫
の
あ
る
紙
を
縦
簾
紙
と
い
う
概
念

で
く
く
る
こ
と
は
で
き
ず
、
色
々
な
種
類
が
あ
る
よ
う
だ
。
本
稿
で
は
「
空

罫
」
は
、
墨
や
顔
料
・
染
料
で
書
い
た
の
で
は
な
い
罫
線
と
い
う
意
味
で
使

用
す
る
。
空
罫
だ
か
ら
全
て
同
じ
性
格
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
正
倉
院
文

書
に
は
折
っ
て
罫
を
つ
け
て
書
い
た
例
が
か
な
り
あ
っ
て
、
当
時
で
は
極
普

通
に
行
わ
れ
た
よ
う
だ
。
そ
の
製
作
法
は
一
切
推
測
し
な
い
で
、
現
状
の
形

態
と
状
態
だ
け
か
ら
、
便
宜
上
、
仮
に
四
種
に
分
類
し
て
み
る
。 

 

Ⅰ 

こ
こ
で
あ
つ
か
う
縦
簾
紙
。
約
八
ミ
リ
の
間
隔
、
線
に
そ
っ
て
墨
落
ち

が
あ
る
こ
と
が
あ
る
。
線
に
沿
っ
た
節
筆
が
な
い
。
模
写
本
に
用
い
ら
れ
て

い
る
。
例
：
喪
乱
帖,

 

孔
侍
中
帖 

 

Ⅱ 

約
八
ミ
リ
の
間
隔
で
あ
る
が
、
線
が
全
て
凸
で
、
筆
が
あ
た
っ
て
節
筆

や
縦
の
墨
線
が
で
き
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
筆
線
の
断
絶
は
あ
る
が
墨
落
ち

な
の
か
当
初
か
ら
の
も
の
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
例
：
李
嶠
雑
詠
（
図
二

下
）
。
な
ぜ
か
日
本
で
書
か
れ
た
書
跡
と
推
定
さ
れ
て
い
る
も
の
に
多
い
。

 
 

Ⅲ 

二
十
五
～
三
十
ミ
リ
の
幅
で
あ
る
。
空
罫
の
間
に
書
く
場
合
が
多
い
。

節
筆
が
で
き
る
こ
と
も
あ
る
。
墨
落
ち
は
殆
ど
な
い
。
例
：
書
譜
。 

 

Ⅳ 

約
十
ミ
リ
間
隔
の
空
罫
で
、
墨
罫
が
あ
る
の
に
墨
罫
に
沿
っ
て
施
し
て

あ
る
。
紙
の
損
耗
が
あ
る
こ
と
が
あ
る
。
空
罫
の
間
に
書
写
し
て
あ
る
。
こ

れ
は
米
元
章
の
い
う
文
字
保
護
の
た
め
の
空
罫
な
の
か
も
し
れ
な
い
四

。 

例
：
御
物 

伝 

賀
知
章 

孝
経 

 

こ
れ
を
表
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

表
一 

        

  

こ
こ
で
は
Ⅰ
タ
イ
プ
の
み
を
考
え
る
。
こ
れ
は
現
存
の
墨
跡
で
は
模
写
本

に
使
わ
れ
て
い
る
。
Ⅰ
タ
イ
プ
の
縦
簾
紙
の
遺
品
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

喪
乱
帖
（
御
物
） 

 

孔
侍
中
帖
（
前
田
育
徳
会
） 

 

妹
至
帖
（
日
本
個
人
蔵
） 

 

十
二
月
朋
友
相
聞
書
（
台
北 

国
立
故
宮
博
物
院
） 

 

千
字
文
断
簡 

二
種
（
陽
明
文
庫
） 

寒
切
帖
（
天
津
芸
術
博
物
館
） 

千
字
文
断
簡
は
王
羲
之
模
写
本
と
は
紙
質
が
違
う
が
罫
線
の
幅
や
性
質

は
良
く
似
て
い
る
。
模
写
本
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
精
査
は
必
要
だ
ろ
う
。

 
寒
切
帖
は
、
実
物
を
観
察
し
て
い
な
い
。
複
数
の
写
真
、
特
に
藝
苑
掇
英

の
カ
ラ
ー
写
真
五

を
み
て
そ
う
判
断
し
た
。
た
だ
、
線
の
間
隔
が
十
七
ミ
リ

ぐ
ら
い
で
、
他
よ
り
広
い
よ
う
に
み
え
る
。 

Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ 

タ 

イ 

プ 

孝
経 

書
譜 

李
嶠
雑
詠 

孔
侍
中
帖 

例 

× ○ ○ × 

節
筆 

約
１
０
ミ
リ 

約
２
４
ミ
リ 

８
ミ
リ 

８
ミ
リ 

罫
間
隔 

× × ？ ○ 

墨
落
ち 

○ × × × 

墨
罫 



Ⅰ
タ
イ
プ
の
他
の
例
の
よ
う
に
、
こ
の
十
二
月
朋
友
相
聞
書
も
少
な
く
と

も
草
書
部
分
は
模
写
本
だ
ろ
う
。
ま
た
、
晋
南
北
朝
時
代
の
楼
蘭
出
土
の
残

紙
に
は
縦
簾
紙
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ゆ
え
に
、
縦
簾
紙
の

使
用
と
い
う
点
が
、
七
～
八
世
紀
の
製
品
で
あ
る
根
拠
の
一
つ
に
な
る
だ
ろ

う
。
た
だ
、
模
写
だ
と
す
る
と
原
本
の
年
代
は
ま
た
別
の
問
題
と
な
る
。 

四
、
本
文 

上
限
年
代
を
調
べ
る
た
め
、
本
文
テ
キ
ス
ト
の
成
立
年
代
を
検
討
す
る
。

こ
の
よ
う
な
手
紙
の
模
範
文
例
集
は
書
儀
と
呼
ば
れ
る
が
、
千
字
文
と
は
違

い
、
時
代
遅
れ
に
な
る
と
破
棄
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
日
本
国
見
在
書
目
録
で

も
十
一
種
が
記
載
さ
れ
て
い
る
六

が
、
殆
ど
失
わ
れ
て
い
る
。
奈
良
時
代
に

は
宮
城
県
の
役
所
に
ま
で
普
及
し
た
杜
家
立
成
雑
書
要
略
も
、
後
世
に
は
あ

ま
り
読
ま
れ
な
か
っ
た
の
か
、
正
倉
院
の
一
巻
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
こ
の

よ
う
に
書
儀
は
消
耗
品
で
あ
り
使
用
さ
れ
た
期
間
が
短
い
か
ら
、
上
限
年
代

だ
け
で
は
な
く
、
原
本
を
書
い
た
時
代
の
目
安
に
も
な
る
。 

本
文
を
考
え
る
と
き
、
鬱
岡
齋
墨
妙
本
の
十
二
月
朋
友
相
聞
書
を
使
っ
て

故
宮
本
に
欠
け
て
い
る
正
月
、
二
月
、
五
月
の
本
文
を
補
う
こ
と
に
し
、
故

宮
＋
鬱
岡
斎
本
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。 

 

こ
の
本
文
と
類
似
す
る
文
章
が
東
京
台
東
区
立
書
道
博
物
館
所
蔵
の
伝

ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
写
本
の
な
か
に
あ
る
。
中
村
不
折
旧
蔵
禹
域
墨
書
集
成
七

で
は
一
三
〇
番
「
月
令
」
紙
本
、
残
紙
十
五
片
、
本
紙3

0
0
x
2
9
0
3
m
m

と
い
う

断
片
を
巻
子
に
貼
り
込
ん
だ
長
巻
で
あ
る
。
こ
の
巻
に
は
、
三
種
の
手
紙
例

文
集
が
集
録
さ
れ
て
い
る
。
「
相
文
巻
一
本
」
「
十
二
月
朝
？
（
翰
？
）
□

聞
書
」
「
題
名
不
明
の
書
儀
」
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
「
十
二
月
朝
？

（
翰
？
）
□
聞
書
」
が
鬱
岡
齋
本
と
表
題
ま
で
類
似
す
る
（
冒
頭
を
図
三
右

に
表
示
）
。
各
章
の
内
容
も
九
月
と
十
二
月
を
除
け
ば
似
た
と
こ
ろ
が
多
い
。

 
 
 

書
道
博
物
館
本
と
故
宮
＋
鬱
岡
斎
本
と
の
文
章
の
異
同
は
次
の
通
り
で

あ
る
。
詳
細
は
表
二
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

・
表
題 

残
存
部
分
で
は
ほ
ぼ
同
じ 

 

・
正
月 

殆
ど
同
じ 

 

・
二
月 

末
尾
を
除
い
て
殆
ど
同
じ 

 

・
三
月 

残
存
部
分
で
は
殆
ど
同
じ 

 

・
四
月 

残
存
部
分
で
異
同
あ
る
も
、
大
筋
同
じ 

 

・
五
月 

残
存
部
分
で
は
、
末
尾
部
分
を
除
き
四
分
の
三
以
上
同
じ
。 

 

・
六
月 

残
存
部
分
で
約
半
分
の
語
句
が
同
じ 

 

・
七
月 

残
存
部
分
で
異
同
が
あ
る
が
、
大
筋
同
じ 

 

・
八
月 

残
存
部
分
で
異
同
が
あ
る
が
、
大
筋
同
じ 

 

・
九
月 

異
文 

 

・
十
月 

冒
頭
か
ら
河
能
ま
で
同
じ
、
書
道
博
物
館
本
は
次
の
四
句
が
多

く
、
そ
の
後
の
語
句
は
類
似
す
る
。 

 

・
十
一
月 

末
尾
部
分
に
書
道
博
物
館
は
違
っ
た
語
句
と
増
補
語
句
二
句

が
あ
る 

 

・
十
二
月 

異
文 

 

台
湾
の
王
三
慶
先
生
は
、
故
宮
本
と
敦
煌
写
本
の
比
較
を
さ
れ
て
い
る
八

。

そ
れ
に
よ
る
と
、
敦
煌
写
本
に
は
「
朋
友
書
儀
」
と
い
う
書
名
の
古
書
の
写

本
が
あ
っ
て
、
三
部
分
に
分
か
れ
て
い
る
。
「
弁
秋
夏
春
冬
年
月
日
」
と
「
十

二
月
相
弁
文
」
と
「
朋
友
相
命
」
で
あ
る
。
そ
の
第
二
部
「
十
二
月
相
弁
文
」

は
手
紙
と
そ
の
返
答
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
返
答
部
分
が
故
宮
＋
鬱
岡

齋
本
と
よ
く
似
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
面
白
い
こ
と
に
書
道
博
物
館

本
と
同
じ
く
九
月
と
十
二
月
は
故
宮
＋
鬱
岡
斎
本
と
は
全
く
違
っ
て
い
る

が
、
書
道
博
物
館
本
と
敦
煌
本
は
近
い
（
表
二
参
照
）
。
ま
た
、
十
月
後
半

部
分
の
故
宮
本
と
書
道
博
物
館
本
が
違
う
と
こ
ろ
も
、
書
道
博
物
館
本
と
敦



煌
本
が
酷
似
し
て
い
る
。 

こ
の
写
本
は
ス
タ
イ
ン
に
五
点
と
ペ
リ
オ
に
六
点
あ
る
。
勿
論
、
全
て
が

完
本
で
は
な
く
断
片
も
多
い
の
で
、
そ
れ
ら
を
総
合
し
て
復
元
さ
れ
て
い
る
。

 

王
三
慶
先
生
が
使
用
し
た
写
本
は
、S

t
e
i
n
 
5
6
5
0
,
6
1
8
0
,
5
4
7
2
,
3
6
1
v
,
 

P
e
l
l
i
o
t
 
C
h
i
n
o
i
s
 
3
3
7
5
,
2
5
0
5
,
 
2
6
7
9
,
3
4
6
6
,
3
4
2
0
,
 
4
9
8
9
v
,

羅
振
玉
旧

蔵
本
、
上
海
図
書
館
本
で
あ
る
が
、
主
要
な
テ
キ
ス
ト
はS

t
e
i
n
5
6
6
0

で

P
e
l
l
i
o
t
 
C
h
i
n
o
i
s
3
3
7
5
,
 
2
5
0
5

が
次
で
あ
る
。 

九
五
三
年
と
八
九
五
年
の
年
紀
が
敦
煌
本
の
二
写
本
に
は
あ
る
が
、
王
三

慶
先
生
は
、
本
文
の
地
名
を
考
証
し
て
、
敦
煌
写
本
「
朋
友
書
儀
」
の
「
文

章
」
は
天
宝
年
間
で
安
氏
の
乱
初
年
ま
で
の
こ
ろ
に
成
立
と
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
こ
の
文
章
自
体
が
古
人
の
作
品
を
編
集
増
補
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と

も
述
べ
て
お
ら
れ
る
か
ら
、
部
分
的
に
は
そ
れ
以
前
に
遡
る
。 

敦
煌
本
を
抄
出
し
て
書
道
博
物
館
本
が
成
立
し
た
と
考
え
る
よ
り
も
、
書

道
博
物
館
本
が
敦
煌
本
に
吸
収
さ
れ
た
と
考
え
る
ほ
う
が
よ
り
自
然
だ
ろ

う
。
書
道
博
物
館
本
テ
キ
ス
ト
は
天
宝
以
前
の
成
立
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

 

敦
煌
本
は
返
答
と
し
て
バ
ラ
バ
ラ
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
部
分
が
故
宮

＋
鬱
岡
斎
本
に
類
似
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
書
道
博
物
館
本
の
ほ
う
が
故
宮

＋
鬱
岡
斎
本
に
近
い
。
ま
た
、
書
道
博
物
館
本
の
タ
イ
ト
ル
が
鬱
岡
齋
本
に

あ
る
タ
イ
ト
ル
と
良
く
似
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
こ
の
書
風
は
蘭
亭

を
俗
流
に
習
っ
た
よ
う
な
書
風
だ
か
ら
唐
代
前
期
だ
ろ
う
と
思
う
。
ま
た
、

同
時
収
録
の
詩
文
が
梁
武
帝
の
天
安
寺
疏
圃
堂
詩
と
會
三
教
詩
、
梁
簡
文
帝

の
経
琵
琶
峡
詩
で
あ
る
こ
と
も
、
書
道
博
物
館
本
の
時
代
が
唐
中
期
以
前
で

あ
る
と
い
う
推
測
の
傍
証
に
な
る
。 

こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
書
道
博
物
館
本
の
年
代
を
唐
代
前
半
と
し
、
よ
く
似

た
文
章
で
あ
る
故
宮
＋
鬱
岡
斎
本
の
テ
キ
ス
ト
が
天
宝
以
前
に
広
く
行
わ

れ
て
い
た
と
推
測
し
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
す
る
と
、
故
宮
本
の
模
写
の
対
象

と
な
っ
た
お
お
も
と
の
原
本
が
書
か
れ
た
時
期
は
、
天
宝
前
後
よ
り
前
で
あ

ろ
う
。
た
だ
、
書
儀
の
使
用
期
間
が
短
い
こ
と
か
ら
南
北
朝
時
代
中
期
ま
で

遡
る
と
は
思
え
な
い
。
梁
の
昭
明
太
子
の
錦
帯
書
は
形
式
が
似
て
い
る
が
語

句
は
共
通
し
て
い
な
い
。
偶
然
か
も
し
れ
な
い
が
唐
帝
の
避
諱
「
淵
」
「
世
」

「
民
」
「
治
」
が
無
い
の
で
、
初
唐
の
頃
と
推
定
し
て
い
る
。 

た
だ
、
こ
こ
数
十
年
で
西
域
出
土
写
本
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
偽
物
が

混
じ
っ
て
い
る
事
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
九

、
書
道
博
物
館
本
の
真
偽
の

チ
ェ
ッ
ク
も
必
要
に
な
る
。 

敦
煌
本
第
三
部
の
「
朋
友
相
命
」
の
一
部
と
思
わ
れ
る
一
断
片
が
書
道
博

物
館
本
を
集
録
し
た
巻
子
「
月
令
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
図
三
左
と
表
四 

参
照
）
。
こ
こ
ま
で
偶
然
は
重
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
は
書
道
博
物

館
本
の
真
正
さ
を
裏
打
ち
す
る
証
拠
と
で
き
る
と
思
う
。
ま
た
、
「
十
二
月

朝
？
（
翰
？
）
□
聞
書
」
の
後
「
問
知
友
深
患
書
」
が
途
中
で
切
れ
て
そ
の

後
別
の
紙
が
の
り
付
け
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
の
り
付
け
は
古
代
に
行
わ
れ
た

も
の
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
順
序
が
間
違
い
で
あ
り
、
後
の
紙
は
、
梁
武
帝

「
會
三
教
詩
」
の
一
部
、
「
無
二
」
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
乱
丁
が
あ
る
こ
と

か
ら
も
、
こ
の
「
月
令
」
が
真
正
な
写
本
で
、
お
そ
ら
く
裏
紙
を
使
う
た
め

に
貼
り
合
わ
せ
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。 

以
上
の
事
実
か
ら
、
書
道
博
物
館
本
は
真
本
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
年
代

推
測
の
根
拠
と
し
て
用
い
て
良
い
だ
ろ
う
。 

五
、
小
楷
釈
文 

故
宮
本
の
小
楷
釈
文
は
草
書
の
左
に
つ
い
て
い
る
。
こ
う
い
う
釈
文
は
右

に
つ
け
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
左
に
つ
け
る
他
の
例
を
捜
し
た
が
発
見
で
き

な
か
っ
た
。
こ
の
伝
統
は
本
の
評
点
を
右
に
つ
け
る
慣
習
、
さ
ら
に
現
在
の

活
字
本
の
ル
ビ
を
右
に
つ
け
る
慣
習
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。 

 



古
い
小
楷
釈
文
の
例
と
し
て
は
、 

・
敦
煌
将
来
の
篆
書
千
字
文
断
片 

P
e
l
l
i
o
t
 
C
h
i
n
o
i
s
 
3
5
5
8

一
〇 

・
萩
原
寺 

伝
空
海
「
急
就
章
」
一
一

（
弘
仁
三
年
以
前
）
一
二 

い
ず
れ
も
右
に
小
楷
釈
文
が
つ
い
て
い
る
。 

左
利
き
の
人
が
書
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
異
例
は
、
ま

だ
小
楷
釈
文
の
形
式
が
標
準
化
さ
れ
な
い
よ
り
早
い
時
代
に
制
作
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。 

小
楷
釈
文
の
書
風
は
特
異
で
、
王
文
治
の
跋
を
初
め
賞
賛
す
る
人
が
多
い
。

大
陸
の
雑
誌
「
書
法
」
で
任
政
と
い
う
人
が
「
大
き
く
拡
大
し
て
習
っ
た
ら

頗
る
得
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
一
三

。
図
版
で
は
ぼ
や
け
て
し

ま
う
が
、
現
物
は
生
彩
が
あ
り
模
写
本
に
は
み
え
な
か
っ
た
。
私
は
、
こ
の

釈
文
は
自
運
だ
と
考
え
て
い
る
。
書
風
が
類
似
す
る
遺
品
と
し
て
は
パ
リ
に

あ
る
天
宝
六
年
の
敦
煌
の
書
儀P

e
l
l
i
o
t
 

C
h
i
n
o
i
s
 
2
5
4
7

一
四

、
虞
世
南
の

子
の
虞
昶
が
監
督
し
た
敦
煌
本
写
経
末
尾(

A
C
E
6
7
2
 
P
e
l
l
i
o
t
 
C
h
i
n
o
i
s
 

2
6
4
4
)

一
五

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

ま
た
、
王
競
雄
先
生
が
指
摘
す
る
よ
う
に
異
体
字
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る

一
六

。
異
体
字
の
他
の
確
か
な
紀
年
作
で
の
用
例
か
ら
年
代
の
推
定
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。
王
競
雄
先
生
が
指
摘
す
る
「
戯
」
「
怨
」
「
蝉
」
字
の
他
に

「
辭
」
「
希
」
の
異
体
字
、
「
帰
」
の
別
字
が
あ
る
。
図
四
に
主
要
な
例
を

挙
げ
た
。
北
魏
後
半
～
隋
唐
時
代
に
行
わ
れ
た
字
形
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
か
ら
、
小
楷
釈
文
の
時
代
も
や
は
り
唐
時
代
前
期
と
推
測
で
き
る
。

す
る
と
、
草
書
の
手
本
に
小
楷
釈
文
を
つ
け
る
と
い
う
形
式
の
最
古
の
例
で

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
故
宮
本
の
明
以
降
の
模
写
本
だ
と
推
定
さ
れ
る
冊
一
七

が
書
道
博
物
館
に
あ
る
。
こ
の
本
の
「
辞
」
「
帰
」
は
康
煕
字
典
体
を
使
っ

て
い
る
。
「
戯
」
「
蝉
」
は
故
宮
本
と
同
じ
異
体
で
あ
る
。
模
写
の
際
に
新

し
い
標
準
字
形
が
混
ざ
る
例
と
し
て
興
味
深
い
。 

仮
に
、
開
元
天
宝
年
間
に
、
十
二
月
相
聞
書
の
釈
文
の
書
写
年
代
を
置
く

と
す
る
と
、
草
書
模
写
の
年
代
も
同
時
代
か
少
し
前
だ
ろ
う
。
珍
重
さ
れ
た

書
跡
だ
か
ら
こ
そ
模
写
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
、
原
本
は
当
時
の
古
美
術
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
す
る
と
お
そ
ら
く
百
年
以
上
前
の
お
手
本
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
お
お
も
と
の
原
本
は
、
王
競
雄
先
生
等
が
推
測
す
る
よ
う
に
智
永

と
同
時
代
の
作
品
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
。 

六
、
草
書
の
書
体
書
風
に
つ
い
て 

草
書
は
灰
色
を
帯
び
た
濃
墨
で
字
画
の
立
体
感
が
な
く
塗
っ
た
よ
う
な

感
じ
が
す
る
。
七
月
と
八
月
の
下
部
に
紙
を
補
っ
て
字
画
を
補
筆
し
た
修
理

箇
所
が
あ
る
か
ら
、
後
世
の
修
理
の
際
に
補
墨
し
て
全
面
的
に
塗
り
直
し
た

の
か
も
し
れ
ず
、
そ
の
た
め
色
が
変
わ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
後
世
の
補
筆

を
み
て
い
る
危
険
も
あ
る
が
、
一
応
そ
の
ま
ま
の
字
と
し
て
考
え
る
一
八

。 

こ
の
草
書
の
書
風
に
つ
い
て
は
、
台
湾
の
王
競
雄
先
生
が
関
中
本
智
永
千

字
文
と
比
較
し
、
ま
た
書
譜
、
王
羲
之
遠
宦
帖
と
も
比
較
し
て
、
智
永
に
近

い
と
い
う
意
見
を
提
示
さ
れ
て
い
る
一
九

。 

そ
こ
で
、
真
草
千
字
文
と
共
通
す
る
全
て
の
文
字
を
抽
出
し
て
表
に
し
、

臨
書
し
な
が
ら
比
較
し
た
。
表
は
千
字
文
の
順
に
並
べ
た
。
智
永
は
、
現
代

人
に
は
真
草
千
字
文
を
書
い
た
人
と
し
て
の
み
存
在
す
る
。
帰
田
賦
、
淳
化
閣

帖
集
録
作
品
な
ど
は
、
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
し
真
草
千
字

文
が
拓
本
で
す
ら
伝
世
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
伝
世
書
跡
の
無
い
よ
く
わ
か
ら

な
い
書
家
の
一
人
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
従
っ
て
真
草
千
字
文
だ
け
と
対
照

し
て
も
問
題
は
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
十
二
月
朋
友
相
聞
書
も
真
草
千
字
文

も
書
の
手
本
と
し
て
制
作
さ
れ
た
同
じ
性
格
の
作
品
で
あ
る
。 

谷
本
（
小
川
本
）
二
〇

、
関
中
本
二
一

、
パ
リ
に
あ
る
敦
煌
出
土
貞
観
十
五

年
蒋
善
進
臨
本
（
以
下 

貞
観
本
）
二
二

と
比
較
す
る
。
ま
ず
、
貞
観
本
、
関



中
本
、
谷
本
が
共
通
す
る
部
分
で
は
十
五
字
が
共
通
す
る
。
貞
観
本
が
末
尾

部
分
し
か
な
い
の
で
、
こ
れ
は
真
草
千
字
文
末
尾
三
十
四
行
と
の
共
通
文
字

だ
。
こ
の
文
字
は
千
字
文
で
は
末
尾
で
あ
る
が
、
十
二
月
朋
友
相
聞
書
に
と

っ
て
は
そ
う
い
う
意
味
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
か
な
り
ラ
ン
ダ
ム
な
サ
ン
プ

リ
ン
グ
だ
と
い
え
る
。 

こ
の
三
本
は
伝
世
経
路
が
違
う
。
ま
た
、
原
本
も
違
う
可
能
性
が
高
い
か

ら
、
智
永
と
さ
れ
て
き
た
書
風
の
幅
を
あ
る
程
度
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
三
本
と
故
宮
本
十
二
月
朋
友
相
聞
書
を
比
べ
た
。 

字
形
も
書
風
も
同
じ
と
思
わ
れ
る
も
の
、
後
・
審
・
任
・
仰
の
四
字
の
み
、

字
形
は
同
じ
で
書
風
が
違
う
も
の
、
夕
・
悦
・
顧
・
年
。
等
・
也
の
六
字
、

字
形
が
違
う
も
の
、
扇
・
想
・
帯
・
聞
の
四
字
だ
か
ら
、
故
宮
本
は
三
本
か

ら
離
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
代
表
的
な
も
の
を
あ
げ
た
図
五
に
観
る
よ
う
に
、

む
し
ろ
貞
観
本
・
関
中
本
・
谷
本
の
類
似
性
が
際
立
っ
て
み
え
る
。 

更
に
、
関
中
本 

谷
本
と
共
通
す
る
部
分
百
五
十
六
字
で
比
較
し
た
。
表

五
に
結
果
を
示
す
。 

 

○:

字
形
書
風
と
も
類
似
す
る
も
の 
 

六
十
九
字 

△:

字
形
は
同
じ
だ
が
書
風
が
違
う
も
の 

 

五
十
八
字 

×:

字
形
ま
で
違
う
も
の 

 
 

二
十
五
字 

？:

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
も
の  

 

六
字 

時
代
・
書
風
と
も
近
そ
う
だ
が
、
同
一
人
と
い
う
ほ
ど
近
く
は
な
い
と
考

え
る
。
智
永
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
調
査
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
そ
う

は
い
え
な
い
よ
う
だ
。 

七
、
伝
世 

伏
見
冲
敬
先
生
が
早
く
指
摘
さ
れ
二
三

、
近
年
台
湾
の
王
三
慶
先
生
が
言
及

さ
れ
る
よ
う
に
、
元
時
代
の
陸
友
の
研
北
雑
誌
に
は
、
こ
の
鬱
岡
齋
本
の
「
二

月
」
と
ほ
ぼ
同
文
を
「
智
永 

月
儀
献
歳
帖
」
と
し
て
記
載
し
て
い
る
。
張

雨
の
旧
蔵
で
、
画
家
で
大
富
豪
の
倪
瓚
が
当
時
も
っ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。

 

伯
雨
又
甞
購
得
、
孟
子
舟
御
史
所
藏
、
僧
智
永
月
儀
獻
嵗
帖
。
神
品
上

上
。
其
詞
云
「
獻
嵗
將
終
青
陽
應
節
和
風
動
物
麗
景
光
輝
翠
栁
舒
鱗
紅
桃

結
綬
想
弟
優
游
勝
地
縱
賞
嘉
賔
酌
桂
醑
以
申
心
玩
琴
書
而
冩
志
無
令
披

聚
叙
會
何
期
謹
遣
一
介
希
還
數
字
」
行
間
細
書
釋
文
特
妙
。
前
後
有
明
昌

七
印
泥
金
題
籤
。
今
在
梁
溪
倪
元
鎮
家
。
黄
長
睿
以
為
呵
筆
所
書
、
即
此

帖
也
。
（
句
読
点
は
筆
者
） 

 

こ
の
記
述
で
注
目
す
べ
き
点
は
、 

・
「
行
間
の
細
書
釈
文
が
特
に
妙
」 

・
「
前
後
に
明
昌
七
印
が
あ
り
」 

・
「
泥
金
題
箋
が
あ
る
」 

と
い
う
三
点
で
あ
る
。 

こ
の
「
明
昌
七
印
」
と
い
う
記
述
は
、
雲
烟
過
眼
録
の
記
述
と
共
に
、
こ
の

印
に
つ
い
て
の
か
な
り
早
い
記
述
で
あ
る
。
ま
た
、
陸
友
自
体
、
書
画
骨
董

に
詳
し
い
人
の
よ
う
だ
か
ら
、
か
な
り
信
頼
が
お
け
る
記
述
だ
ろ
う
。
ま
た
、

全
文
で
は
な
く
部
分
だ
け
を
記
録
し
た
よ
う
に
解
釈
す
る
む
き
も
あ
る
が
、

他
の
項
の
記
述
を
み
る
と
か
な
り
長
い
文
も
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
の

で
、
二
月
分
だ
け
の
断
簡
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
二
月
分
の
断
簡
に
「
明
昌
七

印
」
が
あ
り
、
故
宮
本
の
末
尾
に
も
章
宗
皇
帝
の
明
昌
璽
が
あ
る
の
だ
か
ら

二
四

、
こ
の
二
点
は
別
の
巻
子
で
あ
り
、
し
か
も
同
じ
章
宗
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に

入
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
も
と
も
と

一
巻
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
切
ら
れ
て
二
断
片
と
な
っ
て
金
の
宮
廷
に
入
っ
た

と
推
測
で
き
る
。 

 

 

一
方
、
宣
和
書
譜
の
智
永
の
項
目
に
「
真
草
」
と
分
類
し
て
「
月
儀
」
と

「
月
儀
献
歳
」
の
二
点
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
は
説
明
が
な
く
題

名
だ
け
な
の
で
そ
の
実
体
が
全
く
わ
か
ら
な
い
。
「
月
儀
献
歳
」
が
陸
友
記



載
の
タ
イ
ト
ル
と
一
致
す
る
が
、
陸
友
は
宣
和
印
に
つ
い
て
は
な
に
も
言
っ

て
な
い
か
ら
別
本
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
宣
和
書
譜
記
載
の
方
は
、
原
本
で

あ
っ
て
二
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
真
草
」
と
い
う
か

ら
楷
書
が
並
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
が
、
故
宮
本
の
よ
う
な
小
楷
な
の
か
真
草

千
字
文
の
よ
う
に
同
じ
大
き
さ
で
併
記
し
て
い
た
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。 

系
統
図
を
試
作
し
た
（
図
六
）
。
点
線
を
つ
け
た
の
は
、
も
し
、
宣
和
書

譜
の
「
真
草
」
の
真
が
小
楷
な
ら
、
二
月
分
だ
け
が
原
本
断
片
だ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

明
以
降
に
つ
い
て
は
、
解
縉
の
跋
に
よ
る
と
、
一
三
九
六
年
に
は
、
楊
時

敏
の
所
蔵
。
そ
の
後
明
末
ま
で
は
不
明
。
明
末
清
初
に
は
、
あ
る
程
度
記
録

が
あ
る
。
顧
復
「
平
生
壮
観
」
に
著
録
さ
れ
、
安
岐
が
過
眼
、
康
煕
年
間
に

呉
其
貞
が
記
録
し
て
い
る
二
五

。
そ
の
後
、
季
振
直
に
蔵
さ
れ
た
あ
と
売
り
物

と
し
て
康
煕
三
十
三
年
に
高
士
奇
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
。
乾
隆
五
十
三
年

ご
ろ
畢
沅
が
入
手
し
、
王
文
治
が
跋
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
後
、
嘉
慶
年
間

に
内
府
に
入
る
。
現
在
の
冊
に
装
丁
さ
れ
た
時
期
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

呉
其
貞
が
「
巻
」
と
記
録
し
て
い
る
の
で
康
煕
年
間
以
降
で
あ
る
。 

八
、
鬱
岡
齋
墨
妙
本
の
位
置 

周
天
球
は
、
鬱
岡
齋
墨
妙
の
原
本
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る 

月
儀
帖
舊
刻
殘
本
止
於
八
月
，
蓋
亦
人
罕
傳
之
物
，
此
帙
展
之
，
即
古

色
盎
然
，
矇
賈
亦
知
其
妙
。
無
名
氏
重
書
，
草
法
遒
勁
，
當
是
名
筆
，
此

又
余
僅
見
者
也
。
南
羽
丁
君
彙
成
一
冊
，
可
謂
後
先
映
發
。
余
欲
留
齋
中

凝
觀
數
日
，
南
羽
以
掛
席
請
歸
，
恐
不
及
再
睹
，
乃
書
識
之
。
汪
司
馬
題

之
次
日
，
周
天
球
記
，
時
年
七
十
有
三
。 

こ
の
丁
南
羽
二
六

所
蔵
の
墨
本
の
由
来
を
考
察
す
る
。
故
宮
本
と
テ
キ
ス
ト

は
三
カ
所
だ
け
が
違
っ
て
い
る
。
四
月
の
「
光
風
漸
扇
」
が
故
宮
本
は
「
風

漸
扇
」
、
九
月
の
「
不
任
延
佇
」
は
、
故
宮
本
で
は
「
不
任
延
想
佇
」
。
十

二
月
の
一
行
目
の
「
未
」
の
よ
う
な
文
字
が
故
宮
本
で
は
「
本
」
。
ま
た
、

草
書
体
も
良
く
似
て
い
る
。
従
っ
て
同
じ
テ
キ
ス
ト
を
独
立
に
書
い
た
の
で

は
な
く
、
一
つ
の
源
か
ら
分
か
れ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。 

鬱
岡
齋
墨
妙
の
原
本
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
董
其
昌
臨
本
月
儀
二
七

と
い

う
墨
蹟
が
参
考
に
な
る
（
台
北
故
宮
博
物
院
所
蔵
）
。
こ
れ
は
一
六
〇
二
年

に
董
其
昌
が
金
沙
の
于
氏
の
と
こ
ろ
で
「
古
帖
」
を
み
せ
ら
れ
た
と
き
、
唐

無
名
氏
の
月
儀
を
み
つ
け
て
臨
書
し
た
も
の
で
あ
る
。
高
士
奇
の
跋
文
が
あ

り
江
村
書
画
目
二
八

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
か
な
り
信
頼
が
お
け
る
作
品
だ

二
九

。
こ
れ
は
テ
キ
ス
ト
が
三
字
の
欠
字
、
五
月
の
末
の
「
公
一
卒
々
不
敢
多

具
」
を
除
い
て
鬱
岡
齋
本
と
同
じ
で
、
行
立
て
・
書
体
も
よ
く
似
て
い
る
。

董
其
昌
の
臨
書
と
し
て
は
、
意
外
な
ほ
ど
忠
実
だ
と
言
っ
て
い
い
。
こ
れ
は

鬱
岡
齋
墨
妙
の
原
本
を
模
写
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
三
字
の
欠
字
を
○

で
明
示
し
て
あ
る
。
一
六
〇
二
年
は
鬱
岡
齋
墨
妙
の
刊
行
年
一
六
一
一
年
よ

り
前
だ
か
ら
、
同
一
本
の
は
ず
は
な
く
、
別
の
本
を
臨
書
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

た
だ
、
同
じ
原
本
か
と
思
う
く
ら
い
類
似
し
た
点
が
多
い
。
十
二
月
の
一

行
目
「
本
」
字
を
董
其
昌
は
「
未
」
と
書
い
た
が
、
「
本
」
と
横
に
書
い
て

訂
正
し
て
い
る
。
鬱
岡
齋
本
な
ど
は
「
未
」
に
し
か
読
め
な
い
か
ら
、
鬱
岡

齋
本
の
原
本
と
董
其
昌
が
臨
写
し
た
本
は
ど
ち
ら
も
草
体
が
同
じ
よ
う
に

曖
昧
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
董
其
昌
本
の
五
月
の
末
尾
「
已
以
此
申

懐
忩
卒
豈
敢
多
具
」
が
「
已
以
此
申
懐
公
一
卒
々
不
敢
多
具
」
と
な
っ
て
い

る
。
「
公
一
」
は
「
忩
」
の
草
体
を
二
字
に
分
解
し
て
し
ま
っ
た
も
の
だ
ろ

う
し
、
「
々
不
」
も
お
か
し
い
。
お
そ
ら
く
原
本
の
傷
み
が
激
し
く
て
間
違

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
鬱
岡
齋
本
の
「
豈
」
自
体
か
な
り
無
理
な
草

体
で
あ
る
。
や
は
り
五
月
の
「
賞
納
」
の
「
納
」
を
「
物
」
と
横
に
小
さ
く

訂
正
し
て
い
る
。
文
脈
か
ら
い
え
ば
「
賞
物
」
の
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
だ
が
、



鬱
岡
齋
本
を
み
る
と
明
白
に
「
賞
納
」
だ
。
よ
ほ
ど
五
月
の
部
分
が
損
傷
し

て
い
た
の
だ
ろ
う
。 

も
し
、
こ
れ
も
唐
模
本
だ
っ
た
と
し
た
ら
、
唐
模
本
の
ほ
ぼ
完
本
が
二
本

も
当
時
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
著
録
が
盛
ん
だ
っ
た
萬
暦
年
間
に
記
録
さ
れ

て
い
な
い
の
は
不
自
然
で
あ
る
。 

「
古
帖
」
と
い
う
の
は
、
董
其
昌
の
場
合
、
拓
本
・
模
写
本
区
別
せ
ず
に

使
用
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
董
其
昌
が
模
写
し
た
于
氏
の
と
こ
ろ
に
あ
っ

た
「
古
帖
」
は
、
少
し
傷
ん
で
三
字
が
失
わ
れ
て
い
た
宋
元
の
古
拓
本
で
は

な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
鬱
岡
齋
墨
妙
の
原
本
も
ま
た
同
じ
法
帖
の
一
冊
（
こ

ち
ら
は
傷
ん
で
な
い
）
を
臨
写
し
た
墨
本
で
あ
っ
た
と
い
う
仮
説
を
建
て
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
仮
説
で
は
、
一
行
の
字
数
と
行
立
て
が
故
宮
本
と
変

わ
っ
て
い
る
理
由
も
わ
か
る
。
法
帖
に
す
る
と
き
、
し
ば
し
ば
一
行
の
文
字

数
を
変
え
る
か
ら
で
あ
る
。 

現
在
は
鬱
岡
齋
本
の
原
本
を
観
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
墨
本
を

制
作
し
た
時
代
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
宋
以
降
で
あ
ろ
う
し
、
法
帖

の
臨
書
だ
と
み
な
し
た
か
ら
萬
暦
の
収
集
家
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
評
価
し
て

い
な
い
の
だ
ろ
う
。
現
在
、
宋
元
の
古
法
帖
の
月
儀
が
存
在
し
な
い
の
で
、

あ
た
か
も
唐
模
本
の
よ
う
に
考
え
て
し
ま
う
だ
け
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
王
世
貞
の
弇
州
山
人
続
跋
に
、
「
秘
閣
続
帖
」
の
「
続
帖
第
九
第
十
」

と
し
て
、
「
唐
人
十
二
月
節
帖
。
詞
既
鄙
瑣
。
書
亦
無
雅
致
、
但
結
法
差
緊

健
。
中
間
尚
可
包
王
著
周
越
耳
。
」
三
〇

と
あ
り
、
高
士
奇
の
跋
に
も
王
世
貞

旧
蔵
の
大
清
楼
続
帖
と
故
宮
本
を
手
元
に
お
い
て
比
較
し
た
と
書
い
て
あ

る
か
ら
、
十
七
世
紀
ま
で
は
何
冊
か
こ
の
法
帖
が
残
っ
て
い
た
よ
う
だ
三
一

。

 

一
方
、
模
写
本
の
ほ
う
は
、
金
の
章
宗
時
代
で
す
ら
、
完
本
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
ど
こ
ろ
か
、
故
宮
本
ク
ラ
ス
の
模
写
本
の
完
本
す
ら
宮
廷
に
は
無
か
っ
た

よ
う
だ
。
十
二
ヶ
月
分
の
臨
本
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
北
宋
以
前
で

あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
古
模
本
だ
と
相
当
珍
重
さ
れ
題
跋
や
所
蔵
印
も
あ
り
そ

う
な
も
の
で
あ
る
が
、
何
も
な
い
。 

私
は
、
董
其
昌
臨
本
と
鬱
岡
齋
本
は
北
宋
刻
の
十
二
ヶ
月
分
完
本
の
法
帖

「
月
儀
」
の
姿
を
残
し
て
い
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。 

勿
論
、
臨
写
を
繰
り
返
し
た
墨
本
二
本
が
「
鬱
岡
齋
本
の
原
本
（
墨
本
）
」

と
「
董
其
昌
が
臨
写
し
た
古
帖
」
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
類
似
度
が
高

い
こ
と
か
ら
同
じ
原
版
の
拓
本
法
帖
二
冊
と
考
え
た
ほ
う
が
自
然
だ
ろ
う
。

 

九
、
お
わ
り
に 

故
宮
本
十
二
月
朋
友
相
聞
書
の
制
作
年
代
は
、
紙
質
、
小
楷
釈
文
の
書
風

と
異
体
字
に
よ
っ
て
天
宝
以
前
の
唐
代
前
期
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
西
域

出
土
文
献
と
比
較
し
て
本
文
の
成
立
年
代
は
唐
代
初
期
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
、
模
写
さ
れ
た
原
本
も
そ
う
だ
と
推
定
で
き
る
。
草
書
の
書
風
を
真
草
千

字
文
と
比
較
し
た
結
果
は
、
智
永
の
作
品
と
は
認
め
難
い
。
ま
た
、
本
文
補

完
に
用
い
た
鬱
岡
齋
墨
妙
本
は
宋
刻
法
帖
に
由
来
す
る
と
推
定
で
き
る
。 

附
記 杜

家
立
成
雑
書
要
略
等
の
書
儀
研
究
を
御
教
示
い
た
だ
い
た
大
野
修
作

先
生
、
空
罫
の
御
見
解
を
い
た
だ
い
た
富
田
淳
先
生
、
鬱
岡
齋
本
に
つ
い
て

御
質
問
い
た
だ
い
た
増
田
知
之
先
生
、
誤
謬
を
訂
正
し
て
い
た
だ
い
た
中
村

伸
夫
先
生
に
感
謝
を
表
し
た
い
。
異
体
字
調
査
に
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究

所
の
拓
本
文
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
感
謝
し
た
い
。
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二
玄
社
、
書
跡
名
品
叢
刊 

第
一
五
〇
回 

月
儀
帖
三
種
、
一
九
八
三
年
六
月

三
〇
日
版
、
東
京 



                              
 

三

前
掲 

注
二 

に
収
録 

四

米
元
章
、 

書
史
、
宋
元
人
書
学
論
著
に
収
録
、
芸
術
叢
編
第
一
集
、
世
界
書

局
、
台
北
、
一
九
六
六
年 

五

上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
藝
苑
掇
英 

第
四
四
期
、
一
九
八
三
年
二
月, 

六

矢
島
玄
亮
、
日
本
国
見
在
書
目
集
證
（
未
定
稿
）
昭
和
三
五
年
四
月 

七

台
東
区
立
書
道
博
物
館
、
台
東
区
立
書
道
博
物
館
所
蔵 

中
村
不
折
旧
蔵
禹
域

墨
書
集
成 

（
中
）
（
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
特
定
領
域
研
究
〈
東
ア
ジ
ア
出

版
文
化
の
研
究
〉
研
究
成
果
・
東
ア
ジ
ア
善
本
叢
刊
・
第
二
集
）
，
二
〇
〇
五
年

三
月
，
東
京 

八

王
三
慶
・
黄
亮
友
、
朋
友
書
儀
一
巻
研
究
、
敦
煌
学
、
第
二
五
輯
、
二
〇
〇

四
年
九
月
、
敦
煌
学
会
編
集
、
樂
学
書
局
有
限
公
司
、
台
北 

及
び 

王
三
慶
、

故
宮
蔵
本
「
唐
人
十
二
月
相
聞
書
」
研
究
、
遨
遊
在
中
古
文
化
的
場
域
ー
六
朝

唐
宋
学
術
検
討
会
論
文
集

p
3
8
5
-4

3
3

、
台
湾
大
学
中
文
系
・
成
功
大
学
中
文
系

「
六
朝
唐
宋
学
術
検
討
会
」
編
輯
小
組
、
二
〇
〇
四
年
十
一
月
十
日
、
里
仁
書

局
、
台
北 
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藤
枝
晃
、
敦
煌
学
と
そ
の
周
辺
、
な
に
わ
塾
草
書 

五
一
、（
株
）
ブ
レ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
、
一
九
九
九 

一
〇

饒
宗
頤
編
集
、
敦
煌
書
法
叢
刊
、
第
十
八
、
碎
金
、
一
九
八
三
年
、
二
玄
社
、 

東
京 

一
一

中
田
勇
次
郎
編
、
書
道
藝
術
、
第
十
二
、
空
海
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
四
十

五
年 

一
二

佐
伯
富
、
弘
法
大
師
『
急
就
章
』
の
奥
書
、
書
論
、
第
六
号
、
一
九
七
五
年

五
月
、
に
赤
外
線
写
真
で
の
「
弘
仁
参
年
七
月
」
解
読
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。 

一
三

任
政
、
唐
人
月
儀
帖
簡
介
、
書
法
、
一
九
八
五
年
第
四
期
、
上
海
書
画
出
版

社
、
上
海 

一
四

饒
宗
頤
編
集
、
敦
煌
書
法
叢
刊
、
第
一
三
巻
、
書
儀
、
一
九
八
六
年
、
二
玄

                              
 

社
、 

東
京 

一
五

前
掲 

注
十 

一
六

王
競
雄
、
芳
信
遠
臨
ー
唐
人
十
二
月
朋
友
相
聞
書
書
法
述
介
。
故
宮
文
物
月

刊
、
三
百
七
号
、
八
十
九
～
九
十
四
頁
。
二
〇
〇
八
年
十
月
、
台
北 

 

一
七

孔
固
亭
鑒
眞
第
四
、
孔
固
亭
真
跡
法
書
刊
行
会
、
昭
和
九
年
九
月
十
日 

一
八

神
戸
大
学 

魚
住
研
究
室
の
色
分
析
に
よ
る
研
究
を
期
待
す
る
。 

一
九

前
掲 

注
一
六 

二
〇

国
宝 

真
草
千
字
文
、
一
九
七
九
年
、
便
利
堂
、
京
都 

二
一

宋
搨
真
草
千
字
文 

智
永
、
二
〇
〇
六
年
、
西
泠
印
社
出
版
社
、
杭
州 

二
二

前
掲 

注
十 

二
三

伏
見
冲
敬
、
月
儀
帖
三
種
、
書
品
、
第
一
三
九
号
、 

昭
和
三
八
年
四
月
、

東
京 

二
四

故
宮
本
の
明
昌
印
の
信
憑
性
は
高
い
と
考
え
る
。
他
の
明
昌
七
印
の
遺
例

と
比
較
し
て
調
査
中
だ
が
、
詳
細
は
述
べ
な
い
。 

二
五

呉
其
貞
、
書
画
記
、
遼
寧
教
育
出
版
社
、
沈
陽 

二
〇
〇
〇
年
一
月
一
日
。

た
だ
し
、
書
画
記
は
「
一
，
二
，
三
月
が
欠
け
て
い
る
」
と
記
録
し
て
い
る
。

こ
れ
は
別
本
で
は
な
く
、
抄
本
の
誤
写
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
高
士
奇
も
董

其
昌
臨
月
儀
の
跋
に
「
一
，
二
，
五
三
月
が
欠
け
て
い
る
」
と
書
い
て
い
て
、

こ
の
三
は
三
ヶ
月
の
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
は
紛
ら
わ
し
く
転
写
で
誤
り
や
す
い
。 

二
六

丁
雲
鵬
（
一
五
七
五
頃
―
一
六
三
八
） 

画
家 

版
画
下
絵
も
制
作 

二
七

國
立
故
宮
博
物
院
、
故
宮
の
書
寶
、
第
三
十
九
巻
、
明
二
一
、
東
京
産
業
貿

易
株
式
会
社
、
昭
和
六
一
年
十
月
再
版
（
昭
和
六
十
一
年
三
月
初
版
） 

二
八

江
村
書
画
目
、
東
方
学
会
印
行
、
一
九
二
四
年 

二
九

模
倣
作
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
賛
同
し
難
い
。
そ
れ
に
、
模
倣
者

が
使
っ
た
「
古
帖
」
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
議
論
が
可
能
だ
ろ
う
。 

三
〇

弇
州
山
人
続
跋
、
書
菀
、
第
四
巻
十
号
、
三
省
堂
、
東
京
、
一
九
四
十
年
十

月
、
東
京 

三
一

國
立
故
宮
博
物
院
（
台
北
）
に
、
秘
閣
帖
十
冊
が
あ
る
。
第
六
に
唐
人 

月
儀
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
鬱
岡
斎
本
と
酷
似
し
て
い
る
。
他
の
集
録
帖
は
文

献
と
は
合
わ
ず
、
偽
帖
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
資
料
と
し
な
か
っ
た
。 


